
令和５年第２回定例会・一般質問 

〇日 時 令和５年６月９日（金）午前９時～ 

〇質問者及び質問の要旨 

質問 

順位 
質 問 者 質 問 の 要 旨 

開始

時間 

１ 安道 泰治 

１．コミュニティスクール（学校運営協議会制度）について

（教育課） 

（１）コミュニティスクールの進捗状況と新教育長の所見を

問う。 

（２）地域と学校が連携・協働するため組織的・継続的な仕

組みが必要と考えるが、地域連携をどのように進めてい

くのか。 

（３）コロナ後のイベントや行事が増える傾向にあるが「働

き方改革」を進める中での教職員の負担について問う。 

 

２．買物環境の維持確保と引き継ぎ企業との交渉について

（企画課） 

（１）買物環境の維持・確保を目指す「買物環境確保推進課」

を４月に県は新設している。本町も共通課題として取り

組んでいるなかでの進捗を問う。 

（２）共助交通が始まり２ヶ月経過したが、買物代行につい

ての進捗を問う。 

9:00 

２ 宮本 行雄 

１．学校教育について（教育課） 

（１）教育長を、永らく行政職員経験者がつとめてこられた

が、久しぶりの教育現場の経験者ということで、教育に

対して（特に、学校教育について）は、熱いおもいを持

っておられるとおもいます。その、所信を伺う。 

（２）第２次智頭町教育大綱、智頭町教育ビジョン、第７次

智頭町総合計画第３部「学び」、施策１に記載されている

「子どもたちが充実した学校生活を送るために」から以

下の点について、問う。 

①保小中連携による教育活動の向上について、具体的にど

のような取り組みをおこなうのか。 

②学校と家庭の連携による良好な生活習慣の定着につい

て、具体的な内容を、問う。 

③多様性のある児童生徒に対する支援と連携の推進につい

て、どのような取り組みをおこなうのか。 

④地域の良さと歴史文化など、郷土を大切にする学習の導

入について、具体的にどのようなことを考えているのか。 

9:35 



質問 

順位 
質 問 者 質 問 の 要 旨 

開始

時間 

３ 大河原 昭洋 

１．新型コロナウイルス「５類」移行について 

（企画課・智頭病院） 

新型コロナウイルス感染症の法的位置付けが季節性イ

ンフルエンザと同じ「５類」へ移行した。 

（１）社会、経済活動の活性化が期待される中、町長の推進

する「住んでよかったと思える町づくり」に向け、どの

ような具体的施策に取り組もうと考えているのか。 

 (２) 法的位置付けが変わってもウイルスの感染力が弱まる

ことはない。智頭病院における医療提供体制の課題や問

題点は、また、その対策をどのように考えているのか。 

 

２．忠魂碑の維持管理について（総務課） 

各地区に民間団体が主になり建立した忠魂碑ではある

が、本町にとっても貴重な文化的建造物といえる。近年、

高齢化著しい遺族だけで維持管理することが課題となっ

てきている。 

（１）各忠魂碑の実態調査は行われているのか。 

（２）町が遺族会と協力して維持管理する体制はつくれない

か。 

10:25 

４ 岡田 光弘 

１．共助交通について（企画課） 

本年度スタートした本町の共助交通について、２か月

が経過して見えてきた課題と今後の改善方策について。 

（１）過去３か年にわたる実証実験を踏まえて、４月から本

格運用されている段階での現状と課題認識はどうか。 

（２）今後これらの課題解決に向けて、具体的にどのような

取り組みをしていくのか。またそれを住民に対してどの

ように周知を図っていくのか。 

（３）今後の利用者拡大に向けてどのように住民周知を図っ

ていくのか。 

11:10 

５ 田中 賢 

１．智頭町民の健康スポーツ活動について（教育課） 

（１）第７次総合計画にある町民の健康づくりや、スポーツ

活動の充実について、具体的施策をどのように考えてい

るか。 

（２）智頭町の体育協会・総合型地域スポーツクラブ・スポ

ーツ推進委員・学校・地域との連携による、体育事業の

展開方法について問う。 

（３）トップアスリート育成支援事業により、鳥取県代表選

手として、県外大会に出場する選手の育成をどのように

支援していくのか。 

13:00 



質問 

順位 
質 問 者 質 問 の 要 旨 

開始

時間 

６ 仲井 茎 

１．共助交通への移行について（企画課） 

（１）４月から共助交通の本格的な運用が始まったが、多く

の方から不安・不満の声を聞いている。どのような課題

や問題点を把握しているのか。また、その対策をどのよ

うに考えているのか。 

（２）家族の送り迎えの負担が増えたと聞く。今後町はどの

ような対応を考えていくのか。 

 

２．子どもの新たな居場所づくり事業について 

（福祉課・教育課） 

（１）ひとり親家庭や貧困家庭、不登校、ひきこもりなど、

支援が必要な子どものための新たな居場所を計画し

ているが、具体的な運用体制は。 

（２）どのような人材を確保する予定なのか。 

（３）教育課としてはどのような関わりを考えているのか。 

（４）図書館も居場所のひとつにしてはどうか。 

 

３．平和教育について（教育課） 

（１）小中学校において、平和教育は学習指導要領に基づき、

児童生徒の発達段階に応じて着実に実施されなけれ

ばならないが、本町ではどのような平和教育を行って

いるのか。 

（２）小学校あるいは中学校の修学旅行で、広島や長崎の原

爆資料館等の見学学習、被爆体験講話の実施などをす

る考えは。 

13:35 

７ 谷口 翔馬 

１．商工労働対策について（企画課） 

（１）本町はコロナ禍の独自施策として、「杉小判」を継続し

て配布し、町民や町内事業者から評価の声が多かった

が、新型コロナウイルス感染症も５類に移行した状況

の中で、商工振興を目的として継続する考えはない

か、今後の対応について町長の所見を問う。 

 

２．共助交通について（企画課・教育課） 

（１）今年度の４月から本格運行を行っている共助交通を小

中学校の地域学習の一環として取り上げてはどうか。 

 

３．不要な備品等について（総務課） 

（１）大型箱物改修が続いており、また今後も遊休施設の活

用や役場本庁舎の改修が控えている中、不要な備品等

の管理や処分方法について町長の所見を問う。 

14:25 

 

※開始時間は、議事進行状況により変動する場合があります。 

※傍聴を希望される方は、議会事務局で所定の用紙に必要事項をご記入ください。 


